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所属等 職務名 氏  名 ※敬称略  

柏市立柏第四小学校 校 長 岩田
い わ た

 久美
く み

 

柏市立柏第二中学校 校 長 杉本
す ぎ も と

 秀
ひで

彰
あ き

 

柏市子ども会育成連絡協議会 会 長 門井
か ど い

 隆志
た か し

 

柏市青少年健全育成推進連絡

協議会 
副会長 坂巻

さ か ま き

 勝
まさる

 

多世代交流型コミュニティ実行

委員会 
代 表 常

つね

野
の

 正紀
ま さ と し

 

柏市ＰＴＡ連絡協議会 会 長 吉田
よ し だ

 智
と も

紀
き

 

柏市ふるさと協議会連合会 会 長 根本
ね も と

 利
と し

治
はる

 

柏の葉サイエンスエデュケーショ

ンラボ 
会 長 羽村

は む ら

 太
たい

雅
が

 

柏市ストップ温暖化サポーター 

元我孫子市社会教育指導員 
 村田

む ら た

 静
し ず

枝
え

 

さわやかちば県民プラザ 所 長 内藤
な い と う

 正寿
ま さ と し

 

柏市民生委員児童委員協議会  伊藤
い と う

 薫
かおる

 

開智国際大学 教 授 寺本
て ら も と

 妙子
た え こ

 

東京大学大学院 教 授 牧野
ま き の

 篤
あつし

 

文教大学 准教授 青山
あおやま

 鉄兵
て っ ぺ い

 

市民公募  本多
ほ ん だ

 紀子
の り こ

 

  任期：令和元年６月１日から令和３年５月３１日まで 
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所 属 職 名 氏  名 

生涯学習部 部 長 小貫
お ぬ き

 省三
しょうぞう

 

生涯学習課 

（事務局） 

課 長 髙
たか

村
む ら

  光
あきら

 

統括リーダー 船越
ふ な こ し

 泰
やす

成
な り

 

統括リーダー 渡邊
わたなべ

 雅
ま さ

恵
え

 

主 査 鈴木
す ず き

 佑
ゆ う

介
すけ

 

主 任 髙
たか

丸
ま る

 富雄
と み お

 

生涯学習専門 

アドバイザー 

（生涯学習分野） 

萠抜
はえぬき

 博
ひ ろ

孝
たか

 

石井
い し い

 礼子
れ い こ

 

馬場
ば ば

 秀樹
ひ で き

 

図書館 統括リーダー 柳川
やながわ

 行
ゆ き

秀
ひで

 

学校教育部 

指導課 

統括リーダー 岩永
いわなが

 朗子
あ き こ

 

副主幹 関根
せ き ね

 典和
のり かず

 

副主幹 湯本
ゆ も と

 浩二
こ う じ

 

教育専門アドバイザー 五味
い つ み

田
だ

 博
ひ ろ

美
み
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１ 開会 

 

２ 生涯学習部長あいさつ 

 

３ 議長あいさつ 

 

４ 説明事項 

 (1) 柏市コミュニティ・スクールの進捗状況について 

 (2) 今期の社会教育委員会議のテーマについて 

 

５ 協議事項（グループワーク） 

  「子どもに地域への愛着を持たせるためには何が必要か」 

 

６ 事務連絡 

 

７ 閉会 
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 ５ 協議事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 
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１ 

 

   社会教育委員会議の全体スケジュール 

 

＜令和元年度＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和２年度＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

第１回 

（７月３１日） 

第２回 

（１１月６日） 

第３回 

（２月） 

第４回 

（６月～７月） 

第５回 

（１０月～１１月） 

第６回 

（１月～２月） 

・委嘱状交付 

・議長及び副議長の選出（寺本議長・常

野副議長） 

・グループワーク（テーマについて） 

・生涯学習部主要事務事業概要報告       

・柏市コミュニティ・スクール報告 

・グループワーク（決定したテーマにつ

いて） 

       

・講義（テーマについて知見を広める） 

・グループワーク 

・生涯学習推進計画策定状況報告 

・社会教育関係団体補助金交付状況報告 

・前年会議の振り返り 

・グループワーク（提言の方向性） 

・生涯学習部主要事務事業概要報告 

・意見交換（提言案の検討） 

・生涯学習推進計画案の説明 

・計画案について意見交換   

・提言 

・社会教育関係団体補助金交付状況報告 

・社会教育委員の振り返り        



２ 

 

   柏市コミュニティ・スクールの 

           進捗状況について 

 

１ 説明資料 

  別添のとおり 

 

 

 

 

２  参考 （ 平 成 27 年 12 月 21 日  中 央 教 育 審 議 会 答 申 よ り ）  

 

２ 



３ 

 

   社会教育委員と市が目指す子ども像 

            

１ 社会教育委員の子どもを中心とした課題 

 
 

 

   

  

３ 

・子どもがコミュニティの一員，担い手に 

・自分も主役になれる感覚を 

・地域に愛情を持つための知識が不足 

・ふるさと（地域）へのつながりが希薄 

・子どもがそこで生まれ，育むふるさと作りが必要 

・地域の大人への信頼感 

・学区外へ通学する子ども 

・持続可能な教育が必要 

前 回 会議（ 令 和元年 7 月 31 日開催）より  

地域への愛着を育む必要 



４ 

 

 

 

 

２ 柏市が目指す子ども像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
柏市全体のまちづくりの方向性を示す「柏市第五次総合計画」では，子ど

もに関する施策をまちづくりの基本的な目標（重点目標）の一つに設定し，

目指す子ども像を次のように掲げている（柏市第五次総合計画 P26） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ③平成２３年２月 

    家庭教育振興方策について 

  

１ 充実した教育が実感でき，子どもを安心して産み育てられるまち 

 (2) 子どもの育ちと子育てを支援するまちづくり 

   経済状況や雇用環境，就労意識の変化等により，子育て世帯のライ

フスタイルやワークスタイルは多様化しており，これに対応した保育

環境は，都市機能として必要不可欠なものであることから，積極的に

充実を図ります。 

   一方，地縁の希薄化や核家族化の進展に伴い，就労の有無に関わら

ず子育てに対する不安や負担，孤立感が高まっていることから，身近

な地域における子育て支援の取組を充実させます。また，親育ちの視

点から，親同士が子育てを通じて支え合い，学び合うような関係づく

りを推進します。このような地域全体で子どもの育ちや子育てを支え

る意識の醸成や場の創出等により，子どもたちが生まれ育ったまちに

愛着や誇りを持てるようにします。 

 



５ 

 

   今期の社会教育委員会議の 

            テーマについて 

 

１ テーマ 

 

 

 

 

 

２ 社会教育委員会議で議論していくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

平成 27 年 12 月 21 日 中央教育審議会 「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域

の連携・協働の在り方と今後の推進方策について（答申）」より 

 

〇第１章 第２節「これからの学校と地域の連携・協働の在り方」の中で，これからの学校と地域

の目指すべき連携・協働の姿として，(1)地域とともにある学校への転換，(2)子供も大人も学び合

い育ち合う教育体制の構築，(3)学校を核とした地域づくりの推進の３つを掲げた。 

〇(3)学校を核とした地域づくりの推進では，「地方創生の観点からも，学校という場を核とした

連携・協働の取組を通じて，子供たちに地域への愛着や誇りを育み，地域の将来を担う人材の育成

を図るとともに，地域住民のつながりを深め，自立した地域社会の基盤の構築・活性化を図る『学

校を核とした地域づくり』を推進していくことが重要である。」と示した。 

４ 

地域に愛着を持つ子どもの育成について 

  (柏市がおこなうこと) 

  地域全体で子どもの育ちや子育てを 

                       支える環境をつくる 

 (社会教育委員会議で議論) 
 愛着を持てる環境をどのようにつくっていくか                    



６ 

 

   協議事項 

 

 

１  グループワークの実施 

 

 

 

 

 

 

２ テーマについての補足   

 ・ど のよ うな地 域資源 （ 活動や人材等）が必要か  

 ・解 決し なけれ ばな ら ない課題 はどんなものがあるか  

  ※ そ の 地 域 資 源 が あ る こ と で ど の よ う な 効 果 が あ る か を 交 え て 発 言 い た

だ く と イ メ ー ジ し や す い 内 容 と な り ま す 。  

  

３ グループワークの方法 

 〇２班（ １ 班・２班 ） に分かれていただきます。  

  ※別添名簿をご参照いただき，移動をお願いします。 

  

 〇議題に つ いて話し 合 うとともに，内容を付箋に記入し，模造紙

に 貼り付 け て ください 。  

 

 〇４０分 で 協議した 後 ，話し合った内容の発表をお願いいたしま

す 。  

  ※ 班ご とに発 表者 を 決めてください。  

  

５ 

今回の議題 

子どもに地域への愛着を持たせるためには何が必

要か  



７ 

 

 参考 
１  第 1 回社会教育委 員 会議 （ R1/7/ 31)グループワークの結果  

  【Ａ班】  

 

  【Ｂ班】  

ふるさと作り

・親子で楽しく参
加する。子ども会

・仲間づくり×
・親も一緒に仲間

・地域での子ども会活動

・役員のなり手がない子

ども会がなくなっている

・消えている

子ども自身がコ
ミュニティの担い
手になるかかわり

自己肯定感はコトバ

によって生まれる←

おとなが受け入れる

とともにコトバで交

流する

他人との関係性
社会との関係性
自然環境との関係
性

子どもの居場所が
ない
（放課後，土日）
（校庭，公園）

自分のコトバで話
すとわかってもら
えるという信頼感

忙しく管理されて
いる子ども

地域に愛情を持つ
知識（歴史，自然

…）が不足

子どもの「心」を
ゆさぶる

情報が多すぎ

ゲーム
インターネット

教職員の多様化

子どもによりそう
時間の意欲減少

ふるさとのつなが

り希薄

持続可能な開発の
教育

何を思い
どう願うか

・親の育成
・親御さんの味方

・集団活動の指導
者の育成（リー
ダーの育成／ボラ
ンティア）

安心して頼れる大
人が見分けられな
い

保護者の孤立化・

個別化
はたらく親

遊びの個別化
ゲーム
ことばづかい

孤立防止
自己肯定感の向上

子どもとかかわる
ナナメの関係→
「認める」（承

認）＋「コトバ」

多様なおとなとの
触れあい→自分も
主役になれるとい
う感覚

日常生活の基本が
身についていな
い。

コミュニティの一
員であること

特別支援的な特性
のある子どもの増
加

人格の発達や自律
が判断力，責任感

等，人間性を育む

寛容な社会

大人がどうかかわ
るか？

かかるのか？
かかわり方，かか
わらない？

こども
特に出番を

子どもたちは生き
てる。成長したい
と思っている。

こども町会

子どもルーム，放
課後活動（人数だ
けでなく時間の有
効化）

外遊びで発見や学
びが多いのに外遊
びをする子が少な

い

社会体験不足の子
どもが多い

地域での行事に参
加する子どもが少
ない

食に課題
衣－しまむら，GU，100均

住－何とかなる

※食の差に対応でき

る子ども（大人の問

題）

発信力に課題

－理解はする

－問題も解く力はある

※「意見，主張」ができ

る子ども

読解力に課題

－絵から情報を得る

※文字から情報を得

る力がある子ども

子供の居場所づく
り

核家族における子育

て支援不足（家庭環

境悪化における子ど

もへの影響支援）

メンタルに課題
・へこたれない
・折れない
※心の強い子ども

子どもを支える支援

者（異なる領域間の

支援者）のネット

ワークづくり

子供が少ないので
不安だ

学区とは何か 廃校の心配？

保育無償化とその
他にかける費用に

ついての疑問

学区外へ通学して
いる子供が多い

外国の子供への教
育

貧困家庭の対応

特別な教育的ニーズ（学

習面・生活面での困難）

のある子どもの地域での

居場所（ハード面，ソフ

ト面）づくり

教育格差
（家庭環境におけ
る資産的差があ

る）

子供の不登校

子どもとその家族の

悩み・心配等に身近

に対応できる支援体

制づくり（相談にの

れる）

親の精神障害によ
るネグレクト

特別な

ニーズ

学区

相談体制

学びの課題
放課後の

居場所づくり

社会体験不足

直接的アプローチ

間接的アプローチ



８ 

２  柏 市第 五次総 合計 画 （抜粋）  

 


